
 資料 1-2  

 

 

 

 

 

 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

大洗研究所（南地区）高速実験炉原子炉施設（「常陽」） 

 

第 4条（地震による損傷の防止）に係る説明書 

（その 1：第 4条第 1、2項） 

 

 

 

 

 

 

2019年 10月 7日 

 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

大洗研究所高速実験炉部 

【取扱注意】 

（原子力機構 大洗研究所） 

本書は、核物質防護情報が含まれています。 

当機構の同意なく本書の全部又は一部を複写 

及び第三者に開示することを禁止します。 



目  次 

1. 要求事項の整理 

2. 要求事項への適合性 

  2.1 耐震設計の基本方針 

  2.2 耐震重要度分類 

  2.3 要求事項（試験炉設置許可基準規則第 4条第 1、2項）への適合性説明 

 

（別紙） 

 別紙 1： 「炉心の変更」に関する基本方針 

 別紙 2： 耐震重要度分類の考え方と耐震Ｓクラス施設及び耐震Ｂクラス施設の構造概要 

  

[1]



4条(1)-1 

 

1. 要求事項の整理 

「常陽」の炉心は、増殖炉心（以下「ＭＫ－Ⅰ炉心」という。）から照射用炉心（以下「ＭＫ－Ⅱ

炉心」という。）へ変更された後、更に変更を加え、熱出力を 140MW とした照射用炉心（以下「ＭＫ

－Ⅲ炉心」という。）に変更された。本申請では、更に変更を加え、熱出力を 100MW とした照射用炉

心（以下「ＭＫ－Ⅳ炉心」という。）を対象とする【「炉心の変更」に関する基本方針：別紙 1参照】。

試験炉設置許可基準規則第 4条第 1、2項における要求事項等を第 1.1表に示す。 
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4条(1)-2 

 

第 1.1表 試験炉設置許可基準規則第 4条第 1、2項における要求事項 

及び本申請における変更の有無 

 

要求事項 変更 

の有無 

１ 試験研究用等原子炉施設は、地震力に十分に耐えることができるものでなければ

ならない。 

２ 前項の地震力は、地震の発生によって生ずるおそれがある試験研究用等原子炉施設

の安全機能の喪失に起因する放射線による公衆への影響の程度に応じて算定しなけ

ればならない。 

 

【解釈】 

・ 実用炉設置許可基準解釈第４条の規定を準用する（耐震重要度分類を除く）。 

・ 「地震の発生によって生ずるおそれがある試験研究用等原子炉施設の安全機

能の喪失に起因する放射線による公衆への影響の程度」とは、地震により発生

するおそれがある試験研究用等原子炉施設の安全機能の喪失（地震に伴って発

生するおそれがある津波及び周辺斜面の崩壊等による安全機能の喪失を含

む。）及びそれに続く放射線による公衆への影響を防止する観点から、各施設

の安全機能が喪失した場合の影響の相対的な程度（以下「耐震重要度」という。）

をいう。試験研究用等原子炉施設は、耐震重要度に応じて、以下のクラス（以

下「耐震重要度分類」という。）に分類するものとし、その分類の考え方は以下

のとおりであり、具体的な分類の方法は別記１「試験研究用等原子炉施設の耐

震重要度分類の考え方」による。 

一 Ｓクラス 

次に掲げる施設はＳクラスとする。 

イ 安全施設のうち、その機能喪失により周辺の公衆に過度の放射線

被ばくを与えるおそれのある設備・機器等を有する施設。 

上記の「過度の放射線被ばくを与えるおそれのある」とは、安全

機能の喪失による周辺の公衆の実効線量の評価値が発生事故当た

り５ミリシーベルトを超えることをいう。 

ロ 津波防護機能を有する施設（以下「津波防護施設」という。）及び

浸水防止機能を有する施設（以下「浸水防止施設」という。） 

ハ 敷地における津波監視機能を有する施設（以下「津波監視設備」と

いう。） 

二 Ｂクラス 

安全施設のうち、その機能を喪失した場合の影響がＳクラス施設と比べ

小さい施設をいう。 

三 Ｃクラス 

Ｓクラス、Ｂクラス以外であって、一般産業施設又は公共施設と同等の安

全性が要求される施設をいう。 

・ ナトリウム冷却型高速炉にあっては、水冷却型研究炉との構造上の相違(低

圧、薄肉、高温構造)を考慮した耐震設計とするとともに、構築物、系統及び機

器の耐震設計上の重要度分類は、その設計の特徴を十分踏まえて行うこと。 

有 
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4条(1)-3 

 

2. 要求事項への適合性 

2.1 耐震設計の基本方針 

（１）原子炉施設は、耐震重要度に応じて、以下の耐震重要度分類に分類する。なお、設計にあ

っては、水冷却型試験研究炉との構造上の相違（低圧、薄肉、高温構造）を考慮するととも

に、耐震重要度分類はその設計の特徴を十分踏まえて行うものとする。また、耐震重要施設

は、Ｓクラスの施設とする。 

Ｓクラス 安全施設のうち、その機能喪失により周辺の公衆に過度の放射線被ばく

を与えるおそれのある設備・機器等を有する施設（「過度の放射線被ばく

を与えるおそれのある」とは、安全機能の喪失による周辺の公衆の実効線

量の評価値が発生事故当たり 5mSvを超えることをいう。） 

Ｂクラス 安全施設のうち、その機能を喪失した場合の影響がＳクラス施設と比べ

小さい施設 

Ｃクラス Ｓクラス、Ｂクラス以外であって、一般産業施設又は公共施設と同等の

安全性が要求される施設 

（２）原子炉施設は、耐震重要度分類の各クラスに応じて算定する地震力が作用した場合におい

ても、接地圧に対する十分な支持力を有する地盤に設置する。 

（３）Ｓクラスの施設は、基準地震動による地震力に対してその安全機能が保持できるように設

計する。また、弾性設計用地震動による地震力又は静的地震力のいずれか大きい方の地震力

に対しておおむね弾性状態に留まる範囲で耐えるように設計する。なお、静的地震力は、水

平地震力と鉛直地震力が同時に不利な方向の組合せで作用するものとする。動的地震力は、

水平 2方向及び鉛直方向について適切に組み合わせて算定する。 

（４）Ｂクラスの施設は、静的地震力に対しておおむね弾性状態に留まる範囲で耐えるように設

計する。また、共振のおそれのある施設については、その影響についての検討を行う。その

場合、検討に用いる地震動は、弾性設計用地震動に 1/2 を乗じたものとする。なお、当該地

震動による地震力は、水平 2方向及び鉛直方向について適切に組み合わせて算定する。 

（５）Ｃクラスの施設は、静的地震力に対しておおむね弾性状態に留まる範囲で耐えるように設

計する。 

（６）耐震重要施設が、耐震重要度分類の下位のクラスに属するものの波及的影響によって、そ

の安全機能を損なわないように設計する。 
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4条(1)-4 

 

2.2 耐震重要度分類 

2.2.1 分類の方法に係る考え方 

原子炉施設における設備・機器等の耐震重要度分類は、「試験研究の用に供する原子炉等の

位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈」及び同別記１「試験研究用等原子炉施設に

係る耐震重要度分類の考え方」に基づき分類する【耐震重要度分類の考え方と耐震Ｓクラス

施設及び耐震Ｂクラス施設の構造概要：別紙 2参照】。 

 

2.2.2 クラス別施設 

耐震重要度分類によるクラス別施設を以下に示す（第 2.2.1表参照）。 

（１）Ｓクラスの施設 

（ⅰ）原子炉冷却材バウンダリを構成する機器・配管系 

（ⅱ）使用済燃料を貯蔵するための施設 

（ⅲ）原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するための施設及び原子炉の

停止状態を維持するための施設 

（ⅳ）原子炉停止後、炉心から崩壊熱を除去するための施設 

（ⅴ）原子炉冷却材バウンダリ破損事故の際に障壁となり、１次冷却材の漏えいを低減

するための施設 

（ⅵ）原子炉冷却材バウンダリ破損事故の際に障壁となり、放射性物質の放散を直接防

ぐための施設 

（ⅶ）放射性物質の放出を伴うような事故の際にその外部放散を抑制するための施設

で、上記（ⅵ）以外の施設 

（ⅷ）その他 

（２）Ｂクラスの施設 

（ⅰ）１次冷却材を内蔵しているか、又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設 

（ⅱ）２次冷却材を内蔵しているか、又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設 

（ⅲ）原子炉カバーガス等のバウンダリを構成する機器・配管系 

（ⅳ）放射性廃棄物を内蔵している施設（ただし、内蔵量が少ないか又は貯蔵方式によ

り、その破損によって公衆に与える放射線の影響が年間の周辺監視区域外の許容被

ばく線量に比べ十分小さいものは除く。） 

（ⅴ）放射性廃棄物以外の放射性物質に関連した設備で、その破損により公衆及び従業

員に過大な放射線被ばくを与える可能性のある施設で、Ｓクラス以外の施設 

（ⅵ）使用済燃料を貯蔵するための施設で、Ｓクラス以外の施設 

（ⅶ）使用済燃料を冷却するための施設 

（ⅷ）放射性物質の放出を伴うような事故の際にその外部放散を抑制するための施設

で、Ｓクラス以外の施設 

（ⅸ）その他 

（3）Ｃクラスの施設 

（ⅰ）Ｓクラス及びＢクラス以外の施設 
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4条(1)-5 

第
2.
2.
1
表
(1
) 

ク
ラ
ス
別
施
設
 

ク
ラ
ス

 
ク
ラ
ス
別
施
設
 

主
要
設
備
(*
1)
 

補
助
設
備
(*
2)
 

直
接
支
持
構
造
物

(*
3)
 

間
接
支
持
構
造
物
(*
4)
 

波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
(*
5)
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲

 
適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

Ｓ
 

 
（
ⅰ
）
 

原
子

炉
冷

却
材

バ
ウ

ン
ダ

リ
を
構
成
す
る
機
器
・
配
管

系
 

①
 
原
子
炉
容
器
 

 
１
）
本
体
 

②
 
１
次
主
冷
却
系
、
１
次
補
助
冷
却
系
及
び
１

次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系
 

 
１
）
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容

器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、
計
装

等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。）

  

 
１
）
機
器
・
配
管
等
の
支
持
構
造
物

 
１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

 

S S
 

S S
  

１
）

格
納

容
器

内
旋

回
式

天
井

ク
レ
ー
ン

 
２
)
燃
料
出
入
機
 

S S
 

S S
  

（
ⅱ
）
 

使
用

済
燃

料
を

貯
蔵

す
る

た
め
の
施
設
 

①
 
原
子
炉
附
属
建
物
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
 

 
１
）
貯
蔵
ラ
ッ
ク
 

 
２
）
水
冷
却
池
 

②
 
炉
内
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
（
炉
心
バ
レ
ル
構
造

物
の
う
ち
、
バ
レ
ル
構
造
体
）
 

 
１
）
機
器
・
配
管
等
の
支
持
構
造
物

 
１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

 

S S
 

S S
  

１
）

原
子

炉
附

属
建

物
使

用
済

燃
料

貯
蔵

設
備

キ
ャ

ス
ク

ク
レ
ー
ン

 
２

)
原

子
炉

附
属

建
物

使
用

済
燃
料
貯
蔵
設
備
燃
料
移
送
機

 

S S
   S S
 

（
ⅲ
）
 

原
子

炉
の

緊
急

停
止

の
た

め
に

急
激

に
負

の
反

応
度

を
付

加
す

る
た

め
の

施
設

及
び

原
子

炉
の

停
止

状
態

を
維
持
す
る
た
め
の
施
設
 

①
 
制
御
棒
 

②
 
制
御
棒
駆
動
系
 

 
１
）
駆
動
機
構
 

 
２
）
上
部
案
内
管
 

 
３
）
下
部
案
内
管
 

③
 
後
備
炉
停
止
制
御
棒
 

④
 
後
備
炉
停
止
制
御
棒
駆
動
系
 

 
１
）
駆
動
機
構
 

 
２
）
上
部
案
内
管
 

 
３
）
下
部
案
内
管
 

①
 
電
気
計
装
設
備
（
原
子
炉
保
護
系
（
ス
ク
ラ

ム
）
に
関
す
る
も
の
）
 

②
 
炉
心
支
持
構
造
物
 

 
１
）
炉
心
支
持
板
 

 
２
）
支
持
構
造
物
 

③
 
炉
心
バ
レ
ル
構
造
物
 

 
１
）
バ
レ
ル
構
造
体
 

④
 
炉
心
構
成
要
素
 

 
１
）
炉
心
燃
料
集
合
体
 

 
２
）
照
射
燃
料
集
合
体
 

 
３
）
内
側
反
射
体
 

 
４
）
外
側
反
射
体
（
Ａ
）
 

 
５
）
材
料
照
射
用
反
射
体
 

 
６
）
遮
へ
い
集
合
体
 

 
７
）
計
測
線
付
実
験
装
置
 

 
８
）
照
射
用
実
験
装
置
 

１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

 

S S
 

S S
  

  
 

(
*1
)
 
主
要
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
直
接
的
に
関
連
す
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*2
)
 
補
助
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
間
接
的
に
関
連
し
、
主
要
設
備
の
補
助
的
役
割
を
持
つ
設
備
を
い
う
。
 

(
*3
)
 
直
接
支
持
構
造
物
と
は
、
主
要
設
備
、
補
助
設
備
に
直
接
取
り
付
け
ら
れ
る
支
持
構
造
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
設
備
の
荷
重
を
直
接
的
に
受
け
る
支
持
構
造
物
を
い
う
。
 

(
*4
)
 
間
接
的
支
持
構
造
物
と
は
、
直
接
支
持
構
造
物
か
ら
伝
達
さ
れ
る
荷
重
を
受
け
る
構
造
物
（
建
物
・
構
築
物
）
を
い
う
。
 

(
*5
)
 
波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
と
は
、
下
位
の
耐
震
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*6
)
 
S
s：

基
準
地
震
動

S
s
に
よ
り
定
ま
る
地
震
力
。
 

 
S
B：

耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
 

 
S
C：

耐
震
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
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第
2.
2.
1
表
(2
) 

ク
ラ
ス
別
施
設
 

ク
ラ
ス

 
ク
ラ
ス
別
施
設
 

主
要
設
備
(*
1)
 

補
助
設
備
(*
2)
 

直
接
支
持
構
造
物

(*
3)
 

間
接
支
持
構
造
物
(*
4)
 

波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
(*
5)
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲

 
適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

Ｓ
 

（
ⅳ
）
 

原
子
炉
停
止
後
、
炉
心
か
ら

崩
壊

熱
を

除
去

す
る

た
め

の
施
設
 

①
 
原
子
炉
容
器
 

 
１
）
本
体
 

②
 
炉
心
支
持
構
造
物
 

 
１
）
炉
心
支
持
板
 

 
２
）
支
持
構
造
物
 

③
 
炉
心
構
成
要
素
 

 
１
）
炉
心
燃
料
集
合
体
 

 
２
）
照
射
燃
料
集
合
体
 

④
 
１
次
主
冷
却
系
、
１
次
補
助
冷
却
系
及
び
１

次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系
 

 
１
）
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容

器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、
計
装

等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。）

  
 
２
）
１
次
主
循
環
ポ
ン
プ
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
 

 
３
）
逆
止
弁
 

⑤
 
２
次
主
冷
却
系
、
２
次
補
助
冷
却
系
、
２
次

ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
及
び
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充

填
・
ド
レ
ン
系
 

 
１
）
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配

管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、
計
装
等
の
小

口
径
の
も
の
を
除
く
。）

  
 
２
）
主
冷
却
機
（
主
送
風
機
を
除
く
。）

 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

３
）
主
冷
却
機
建
物
 

S S
 

S S
 

S S
  

１
）
主
冷
却
機
建
物
抑
止
杭

 
 

S S
 

（
ⅴ
）
 

原
子

炉
冷

却
材

バ
ウ

ン
ダ

リ
破

損
事

故
の

際
に

障
壁

と
な
り
、
１
次
冷
却
材
の
漏

え
い

を
低

減
す

る
た

め
の

施
設
 

①
 
原
子
炉
容
器
 

 
１
）
リ
ー
ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
 

②
 
１
次
主
冷
却
系
、
１
次
補
助
冷
却
系
及
び
１

次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系
の
う
ち
、
原

子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
容
器
・
配

管
・
ポ
ン
プ
・
弁
の
配
管
（
外
側
）
又
は
リ
ー

ク
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
 

③
 
１
次
主
冷
却
系
 

 
１
）
逆
止
弁
 

④
 
１
次
補
助
冷
却
系
 

 
１
）
サ
イ
フ
ォ
ン
ブ
レ
ー
ク
弁
 

⑤
 
１
次
予
熱
窒
素
ガ
ス
系
 

 
１
）
仕
切
弁
 

①
 
電
気
計
装
設
備
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
出

器
に
関
す
る
も
の
）
 

１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

S S
 

S S
  

 
   

（
ⅵ
）
 

原
子

炉
冷

却
材

バ
ウ

ン
ダ

リ
破

損
事

故
の

際
に

障
壁

と
な
り
、
放
射
性
物
質
の
放

散
を

直
接

防
ぐ

た
め

の
施

設
 

①
 
格
納
容
器
 

②
 
格
納
容
器
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属
す
る
配
管
・
弁

 
①
 
電
気
計
装
設
備
（
原
子
炉
保
護
系
（
ア
イ
ソ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
も
の
）
 

１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

S S
 

S S
  

１
）
主
排
気
筒

 
２
）
燃
料
交
換
機

 
 

S S
 

S S
 

(
*1
)
 
主
要
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
直
接
的
に
関
連
す
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*2
)
 
補
助
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
間
接
的
に
関
連
し
、
主
要
設
備
の
補
助
的
役
割
を
持
つ
設
備
を
い
う
。
 

(
*3
)
 
直
接
支
持
構
造
物
と
は
、
主
要
設
備
、
補
助
設
備
に
直
接
取
り
付
け
ら
れ
る
支
持
構
造
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
設
備
の
荷
重
を
直
接
的
に
受
け
る
支
持
構
造
物
を
い
う
。
 

(
*4
)
 
間
接
的
支
持
構
造
物
と
は
、
直
接
支
持
構
造
物
か
ら
伝
達
さ
れ
る
荷
重
を
受
け
る
構
造
物
（
建
物
・
構
築
物
）
を
い
う
。
 

(
*5
)
 
波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
と
は
、
下
位
の
耐
震
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*6
)
 
S
s：

基
準
地
震
動

S
s
に
よ
り
定
ま
る
地
震
力
。
 

 
S
B：

耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
 

 
S
C：

耐
震
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
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4条(1)-7 

第
2.
2.
1
表
(3
) 

ク
ラ
ス
別
施
設
 

ク
ラ
ス

 
ク
ラ
ス
別
施
設
 

主
要
設
備
(*
1)
 

補
助
設
備
(*
2)
 

直
接
支
持
構
造
物

(*
3)
 

間
接
支
持
構
造
物
(*
4)
 

波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
(*
5)
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲

 
適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

Ｓ
 

（
ⅶ
）
 

放
射

性
物

質
の

放
出

を
伴

う
よ

う
な

事
故

の
際

に
そ

の
外

部
放

散
を

抑
制

す
る

た
め
の
施
設
で
、
上
記
（
ⅵ
）

以
外
の
施
設
 

①
 
核
燃
料
物
質
取
扱
設
備
 

 
１
）
燃
料
出
入
機
の
う
ち
、
コ
フ
ィ
ン
 

 
２
）
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ロ
ー
タ
の
う
ち
、
本
体
及

び
ケ
ー
シ
ン
グ
 

 
３
）
燃
料
取
扱
用
キ
ャ
ス
ク
カ
ー
の
う
ち
、
キ

ャ
ス
ク
 

 
４
）
ナ
ト
リ
ウ
ム
洗
浄
装
置
の
う
ち
、
燃
料
洗

浄
槽
 

 
５
）
燃
料
集
合
体
缶
詰
装
置
の
う
ち
、
回
転
移

送
機
 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

S S
 

S S
  

１
）

燃
料

取
扱

用
キ

ャ
ス

ク
カ

ー
（
キ
ャ
ス
ク
を
除
く
。）

 
 

S S
   

（
ⅷ
）
 

そ
の
他
 

①
 
中
央
制
御
室
 

②
 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
（
上
記
（
ⅰ
）

～
（
ⅷ
）
に
関
連
す
る
も
の
）
 

③
 
交
流
無
停
電
電
源
系
（
上
記
（
ⅰ
）
～
（
ⅷ
）

に
関
連
す
る
も
の
）
 

④
 
直
流
無
停
電
電
源
系
（
上
記
（
ⅰ
）
～
（
ⅷ
）

に
関
連
す
る
も
の
）
 

⑤
 
補
機
冷
却
設
備
（
上
記
（
ⅰ
）
～
（
ⅶ
）
に

関
連
す
る
も
の
）
 

⑥
 
空
調
換
気
設
備
（
上
記
（
ⅰ
）
～
（
ⅶ
）
に

関
連
す
る
も
の
）
 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

３
）
主
冷
却
機
建
物
 

S S
 

S S
 

S S
  

 
 

(
*1
)
 
主
要
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
直
接
的
に
関
連
す
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*2
)
 
補
助
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
間
接
的
に
関
連
し
、
主
要
設
備
の
補
助
的
役
割
を
持
つ
設
備
を
い
う
。
 

(
*3
)
 
直
接
支
持
構
造
物
と
は
、
主
要
設
備
、
補
助
設
備
に
直
接
取
り
付
け
ら
れ
る
支
持
構
造
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
設
備
の
荷
重
を
直
接
的
に
受
け
る
支
持
構
造
物
を
い
う
。
 

(
*4
)
 
間
接
的
支
持
構
造
物
と
は
、
直
接
支
持
構
造
物
か
ら
伝
達
さ
れ
る
荷
重
を
受
け
る
構
造
物
（
建
物
・
構
築
物
）
を
い
う
。
 

(
*5
)
 
波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
と
は
、
下
位
の
耐
震
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*6
)
 
S
s：

基
準
地
震
動

S
s
に
よ
り
定
ま
る
地
震
力
。
 

 
S
B：

耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
 

 
S
C：

耐
震
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
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4条(1)-8 

第
2.
2.
1
表
(4
) 

ク
ラ
ス
別
施
設
 

ク
ラ
ス

 
ク
ラ
ス
別
施
設
 

主
要
設
備
(*
1)
 

補
助
設
備
(*
2)
 

直
接
支
持
構
造
物

(*
3)
 

間
接
支
持
構
造
物
(*
4)
 

波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
(*
5)
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲

 
適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

Ｂ
 

 
（
ⅰ
）
 

１
次

冷
却

材
を

内
蔵

し
て

い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
う
る

施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の

施
設
 

①
 
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
の
う
ち
、
１
次
冷

却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
得
る

容
器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、
計
装

等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。）

 
②
 
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
の
う
ち
、
１
次
冷
却

材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
得
る
容

器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
た
だ
し
、
計
装
等

の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。）

 
③
 
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系
の
う
ち
、

１
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵

し
得
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す

る
も

の
及

び
計

装
等

の
小

口
径

の
も

の
を

除
く
。）

 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

S B
 

S B
   

  
  

（
ⅱ
）
 

２
次

冷
却

材
を

内
蔵

し
て

い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
う
る

施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の

施
設
 

①
 
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
の
う
ち
、
２
次
冷

却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
得
る

容
器
・
配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属

す
る
も
の
及
び
計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除

く
。）

 
②
 
２
次
補
助
冷
却
系
の
う
ち
、
２
次
冷
却
材
を

内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
得
る
容
器
・

配
管
・
ポ
ン
プ
・
弁
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も

の
及
び
計
装
等
の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。）

 
③
 
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系
の
う
ち
、

２
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵

し
得
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す

る
も

の
及

び
計

装
等

の
小

口
径

の
も

の
を

除
く
。）

 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

３
）
主
冷
却
機
建
物
 

S B
 

S B
 

S B
  

  
  

（
ⅲ
）
 

原
子

炉
カ

バ
ー

ガ
ス

等
の

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

構
成

す
る

機
器
・
配
管
系
 

①
 
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
系
 

 
１
）
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
属

す
る
容
器
・
配
管
・
弁
（
た
だ
し
、
計
装
等

の
小
口
径
の
も
の
を
除
く
。）

 
②
 
回
転
プ
ラ
グ
（
た
だ
し
、
計
装
等
の
小
口
径

の
も
の
を
除
く
。）

 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

S B
 

S B
  

  
  

（
ⅳ
）
 

放
射

性
廃

棄
物

を
内

蔵
し

て
い
る
施
設
（
た
だ
し
、
内

蔵
量

が
少

な
い

か
又

は
貯

蔵
方
式
に
よ
り
、
そ
の
破
損

に
よ

っ
て

公
衆

に
与

え
る

放
射

線
の

影
響

が
年

間
の

周
辺

監
視

区
域

外
の

許
容

被
ば

く
線

量
に

比
べ

十
分

小
さ
い
も
の
は
除
く
。）

 

①
 
気
体
廃
棄
物
処
理
設
備
 

②
 
液
体
廃
棄
物
処
理
設
備
 

③
 
液
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

２
）
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 
３
）
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 
４
）
廃
棄
物
処
理
建
物
 

５
）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
物
 

 

S B
 

S B
 

S B
 

S B
 

S B
 

  
  

(
*1
)
 
主
要
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
直
接
的
に
関
連
す
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*2
)
 
補
助
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
間
接
的
に
関
連
し
、
主
要
設
備
の
補
助
的
役
割
を
持
つ
設
備
を
い
う
。
 

(
*3
)
 
直
接
支
持
構
造
物
と
は
、
主
要
設
備
、
補
助
設
備
に
直
接
取
り
付
け
ら
れ
る
支
持
構
造
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
設
備
の
荷
重
を
直
接
的
に
受
け
る
支
持
構
造
物
を
い
う
。
 

(
*4
)
 
間
接
的
支
持
構
造
物
と
は
、
直
接
支
持
構
造
物
か
ら
伝
達
さ
れ
る
荷
重
を
受
け
る
構
造
物
（
建
物
・
構
築
物
）
を
い
う
。
 

(
*5
)
 
波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
と
は
、
下
位
の
耐
震
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*6
)
 
S
s：

基
準
地
震
動

S
s
に
よ
り
定
ま
る
地
震
力
。
 

 
S
B：

耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
 

 
S
C：

耐
震
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
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4条(1)-9 

第
2.
2.
1
表
(5
) 

ク
ラ
ス
別
施
設
 

ク
ラ
ス

 
ク
ラ
ス
別
施
設
 

主
要
設
備
(*
1)
 

補
助
設
備
(*
2)
 

直
接
支
持
構
造
物

(*
3)
 

間
接
支
持
構
造
物
(*
4)
 

波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
(*
5)
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲

 
適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

Ｂ
 

 
（
ⅴ
）
 

放
射

性
廃

棄
物

以
外

の
放

射
性

物
質

に
関

連
し

た
設

備
で
、
そ
の
破
損
に
よ
り
公

衆
及

び
従

業
員

に
過

大
な

放
射

線
被

ば
く

を
与

え
る

可
能
性
の
あ
る
施
設
で
、
Ｓ

ク
ラ
ス
以
外
の
施
設
 

①
 
核
燃
料
物
質
取
扱
設
備
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す

る
も
の
を
除
く
。）

 
②
 
放
射
線
低
減
効
果
の
大
き
い
遮
蔽
（
安
全
容

器
及

び
遮

へ
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

冷
却

系
を

含
む
。）

 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

S B
 

S B
  

  
  

（
ⅵ
）
 

使
用

済
燃

料
を

貯
蔵

す
る

た
め
の
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス

以
外
の
施
設
 

①
 
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
使
用
済
燃
料
貯

蔵
設
備
 

 
１
）
貯
蔵
ラ
ッ
ク
 

 
２
）
水
冷
却
池
 

②
 
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
使
用
済
燃
料
貯

蔵
設
備
 

 
１
）
貯
蔵
ラ
ッ
ク
 

 
２
）
水
冷
却
池
 

 
 

１
）
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 
２
）
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 
S B
 

S B
 

 
 

（
ⅶ
）
 

使
用

済
燃

料
を

冷
却

す
る

た
め
の
施
設
 

①
 
原
子
炉
附
属
建
物
水
冷
却
池
水
冷
却
浄
化
設

備
 

②
 
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
水
冷
却
池
水
冷

却
浄
化
設
備
 

③
 
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
水
冷
却
池
水
冷

却
浄
化
設
備
 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

２
）
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 
３
）
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 

S B
 

S B
 

S B
  

  
  

（
ⅷ
）
 

放
射

性
物

質
の

放
出

を
伴

う
よ

う
な

事
故

の
際

に
そ

の
外

部
放

散
を

抑
制

す
る

た
め
の
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス

以
外
の
施
設
 

①
 
外
周
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
 

②
 
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
 

 
１
）
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
排
気
系
（
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部

常
用
排
気
フ
ィ
ル
タ
を
除
く
。）

 
③
 
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
 

④
 
主
排
気
筒
  

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

S B
 

S B
  

  
  

（
ⅸ
）
 

そ
の
他
 

①
 
中
央
制
御
室
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。）

 
②
 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
源
系
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に

属
す
る
も
の
を
除
く
）
 

③
 
交
流
無
停
電
電
源
系
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。）

 
④
 
直
流
無
停
電
電
源
系
（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。）

 
⑤
 
電
気
計
装
設
備
（
事
故
時
監
視
計
器
の
一
部
）
 

⑥
 
補
機
冷
却
設
備
（
上
記
（
ⅰ
）
～
（
ⅶ
）
に

関
連
す
る
も
の
）
 

⑦
 
空
調
換
気
設
備
（
上
記
（
ⅰ
）
～
（
ⅶ
）
に

関
連
す
る
も
の
）
 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

３
）
主
冷
却
機
建
物
 

S B
 

S B
 

S B
 

 
 

(
*1
)
 
主
要
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
直
接
的
に
関
連
す
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*2
)
 
補
助
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
間
接
的
に
関
連
し
、
主
要
設
備
の
補
助
的
役
割
を
持
つ
設
備
を
い
う
。
 

(
*3
)
 
直
接
支
持
構
造
物
と
は
、
主
要
設
備
、
補
助
設
備
に
直
接
取
り
付
け
ら
れ
る
支
持
構
造
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
設
備
の
荷
重
を
直
接
的
に
受
け
る
支
持
構
造
物
を
い
う
。
 

(
*4
)
 
間
接
的
支
持
構
造
物
と
は
、
直
接
支
持
構
造
物
か
ら
伝
達
さ
れ
る
荷
重
を
受
け
る
構
造
物
（
建
物
・
構
築
物
）
を
い
う
。
 

(
*5
)
 
波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
と
は
、
下
位
の
耐
震
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*6
)
 
S
s：

基
準
地
震
動

S
s
に
よ
り
定
ま
る
地
震
力
。
 

 
S
B：

耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
 

 
S
C：

耐
震
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
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4条(1)-10 

第
2.
2.
1
表
(6
) 

ク
ラ
ス
別
施
設
 

ク
ラ
ス

 
ク
ラ
ス
別
施
設
 

主
要
設
備
(*
1)
 

補
助
設
備
(*
2)
 

直
接
支
持
構
造
物

(*
3)
 

間
接
支
持
構
造
物
(*
4)
 

波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
(*
5)
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲
 

適
用
範
囲

 
適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

適
用
範
囲
 

検
討
用
 

地
震
動
 (
*6
) 

 

Ｃ
 

Ｓ
ク

ラ
ス

及
び

Ｂ
ク

ラ
ス

以
外
の
施
設
 

①
 
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
設
備
 

②
 
新
燃
料
貯
蔵
設
備
 

③
 
主
送
風
機
 

④
 
電
気
計
装
設
備
（
Ｓ
ク
ラ
ス
及
び
Ｂ
ク
ラ
ス

に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）

 
⑤
 
補
機
系
設
備
（
Ｓ
ク
ラ
ス
及
び
Ｂ
ク
ラ
ス
に

属
す
る
も
の
を
除
く
。）

 
⑥
 
空
調
系
設
備
（
Ｓ
ク
ラ
ス
及
び
Ｂ
ク
ラ
ス
に

属
す
る
も
の
を
除
く
。）

 
⑦
 
消
火
設
備
 

⑧
 
そ
の
他
 

 
１
）
機
器
・
配
管
、
電
気
計
装
設
備
等
の
支
持
構

造
物
 

 

１
）
原
子
炉
建
物
 

２
）
原
子
炉
附
属
建
物
 

３
）
第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 
４
）
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物

 
５
）
廃
棄
物
処
理
建
物
 

６
）
旧
廃
棄
物
処
理
建
物
 

７
）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
建
物
 

  

S C
 

S C
 

S C
 

S C
 

S C
 

S C
 

S C
  

 
 

(
*1
)
 
主
要
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
直
接
的
に
関
連
す
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*2
)
 
補
助
設
備
と
は
、
当
該
機
能
に
間
接
的
に
関
連
し
、
主
要
設
備
の
補
助
的
役
割
を
持
つ
設
備
を
い
う
。
 

(
*3
)
 
直
接
支
持
構
造
物
と
は
、
主
要
設
備
、
補
助
設
備
に
直
接
取
り
付
け
ら
れ
る
支
持
構
造
物
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
設
備
の
荷
重
を
直
接
的
に
受
け
る
支
持
構
造
物
を
い
う
。
 

(
*4
)
 
間
接
的
支
持
構
造
物
と
は
、
直
接
支
持
構
造
物
か
ら
伝
達
さ
れ
る
荷
重
を
受
け
る
構
造
物
（
建
物
・
構
築
物
）
を
い
う
。
 

(
*5
)
 
波
及
的
影
響
を
考
慮
す
べ
き
設
備
と
は
、
下
位
の
耐
震
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
を
い
う
。
 

(
*6
)
 
S
s：

基
準
地
震
動

S
s
に
よ
り
定
ま
る
地
震
力
。
 

 
S
B：

耐
震
Ｂ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
 

 
S
C：

耐
震
Ｃ
ク
ラ
ス
施
設
に
適
用
さ
れ
る
静
的
地
震
力
。
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4条(1)-11 

 

2.3 要求事項（試験炉設置許可基準規則第 4条第 1、2項）への適合性説明 

 

（地震による損傷の防止） 

第四条 試験研究用等原子炉施設は、地震力に十分に耐えることができるものでなければならな

い。 

２ 前項の地震力は、地震の発生によって生ずるおそれがある試験研究用等原子炉施設の安全

機能の喪失に起因する放射線による公衆への影響の程度に応じて算定しなければならない。 

３ （省略） 

４ （省略） 

 

適合のための設計方針 

 

１及び２ について 

 原子炉施設は、耐震重要度に応じて、以下の耐震重要度分類に分類する。なお、設計にあっては、

水冷却型試験研究炉との構造上の相違（低圧、薄肉、高温構造）を考慮するとともに、耐震重要度分

類はその設計の特徴を十分踏まえて行うものとする。また、耐震重要施設は、Ｓクラスの施設とする。 

Ｓクラス 安全施設のうち、その機能喪失により周辺の公衆に過度の放射線被ばくを与えるお

それのある設備・機器等を有する施設（「過度の放射線被ばくを与えるおそれのある」

とは、安全機能の喪失による周辺の公衆の実効線量の評価値が発生事故当たり 5mSvを

超えることをいう。） 

Ｂクラス 安全施設のうち、その機能を喪失した場合の影響がＳクラス施設と比べ小さい施設 

Ｃクラス Ｓクラス、Ｂクラス以外であって、一般産業施設又は公共施設と同等の安全性が要求

される施設 

 Ｓクラス、Ｂクラス及びＣクラスの施設に係る耐震設計の基本方針を以下に示す。 

（１）Ｓクラスの施設は、基準地震動による地震力に対してその安全機能が保持できるように設

計する。また、弾性設計用地震動による地震力又は静的地震力のいずれか大きい方の地震力

に対しておおむね弾性状態に留まる範囲で耐えるように設計する。なお、静的地震力は、水

平地震力と鉛直地震力が同時に不利な方向の組合せで作用するものとする。動的地震力は、

水平 2方向及び鉛直方向について適切に組み合わせて算定する。 

（２）Ｂクラスの施設は、静的地震力に対しておおむね弾性状態に留まる範囲で耐えるように設

計する。また、共振のおそれのある施設については、その影響についての検討を行う。その

場合、検討に用いる地震動は、弾性設計用地震動に 1/2 を乗じたものとする。なお、当該地

震動による地震力は、水平 2方向及び鉛直方向について適切に組み合わせて算定する。 

（３）Ｃクラスの施設は、静的地震力に対しておおむね弾性状態に留まる範囲で耐えるように設

計する。 

（４）耐震重要施設が、耐震重要度分類の下位のクラスに属するものの波及的影響によって、そ

の安全機能を損なわないように設計する。 

[12]



別紙 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「炉心の変更」に関する基本方針 
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4条(1)-別紙 1-1 

 

1. 概要 

「常陽」の炉心は、増殖炉心（以下「ＭＫ－Ⅰ炉心」という。）から照射用炉心（以下「ＭＫ－Ⅱ

炉心」という。）へ変更された後、更に変更を加え、熱出力を 140MWとした照射用炉心（以下「ＭＫ

－Ⅲ炉心」という。）に変更された。本申請では、更に変更を加え、熱出力を 100MWとした照射用炉

心（以下「ＭＫ－Ⅳ炉心」という。）を対象とする。「炉心の変更」に関する基本方針を以下に示す。 

 

2. 「炉心の変更」に関する基本方針 

「炉心の変更」は、改正された核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律の施行に伴

い、「常陽」を「試験研究の用に供する原子炉等の位置、構造及び設備の基準に関する規則」等に適

合させるための変更を行うにあたり、原子炉停止系統の信頼性を強化し、安全性を向上させること、

一方で、高速炉燃料材料の開発等のための照射試験に必要な性能を維持することを目的とする（別図

1.1参照）。 

原子炉停止系統は、独立した主炉停止系と後備炉停止系を設けることで信頼性を向上する。それぞ

れの原子炉停止系統に要求される停止能力の確保には、最大過剰反応度の削減が必要であり、ここで

は、熱出力の低減及び燃料集合体最大装荷個数の削減により、出力補償や燃焼補償に係る過剰反応度

を削減して対応することとした。一方で、照射試験性能として考慮すべき主なパラメータである線出

力と中性子照射量は、熱出力低減により基本的に低下する。必要な線出力又は中性子照射量を確保で

きる範囲に維持することも「常陽」の運転目的として肝要である。 

熱出力を 100MWとしたＭＫ－Ⅳ炉心は、これらの要件を満足するものであり、当該炉心に相応する

最大過剰反応度を核的制限値とする。なお、原子炉冷却系統施設の除熱能力は変更しないものとし、

安全裕度を拡大することとしている。 

「炉心の変更」に伴って生じる主な変更点等を別図 1.2に示す。本申請にあっては、ＭＫ－Ⅳ炉心

（熱出力 100MW）での核設計や熱設計を実施するとともに、当該設計結果を炉心燃料集合体の機械設

計や被ばく評価、安全評価等に反映する。 
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4条(1)-別紙 1-2 

 

 

 

 

 

別図 1.1 「炉心の変更」に関する基本方針 

 

 

 

 

別図 1.2 「炉心の変更」に伴って生じる主な変更点等 
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別紙 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震重要度分類の考え方と 

耐震Ｓクラス施設及び耐震Ｂクラス施設の構造概要 

 

[16]



4条(1)-別紙 2-1 

 

1. 概要 

耐震重要度は、「試験研究の用に供する原子炉等の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈」

等を参考として設定した。当該設定のプロセスを以下に示す。 

 

2. 施設全体としての耐震重要度分類 

「試験研究の用に供する原子炉等の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈」の別記１「試

験研究用等原子炉施設の耐震重要度分類の考え方」に基づく、施設全体としての耐震重要度分類の決

定フローを第 2.1図に示す。「常陽」は、停止機能、冷却機能、閉じ込め機能が全て失われた状態を

想定した場合に、一般公衆に対する放射線影響の程度が大きく、「Ｓ及びＢクラス対象設備・機器等

の検討が必要な試験研究用等原子炉施設」に分類される。 
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3. 耐震Ｓクラス施設の選定プロセス 

耐震Ｓクラス施設の選定結果を以下に示す。当該選定には、「試験研究の用に供する原子炉等の位

置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈」の別記１「試験研究用等原子炉施設の耐震重要度分類

の考え方」に示されたプロセスを適用した。 

（ⅰ）原子炉冷却材バウンダリを構成する機器・配管系 

（ⅱ）使用済燃料を貯蔵するための施設 

（ⅲ）原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するための施設及び原子炉の停止

状態を維持するための施設 

（ⅳ）原子炉停止後、炉心から崩壊熱を除去するための施設 

（ⅴ）原子炉冷却材バウンダリ破損事故の際に障壁となり、１次冷却材の漏えいを低減する

ための施設 

（ⅵ）原子炉冷却材バウンダリ破損事故の際に障壁となり、放射性物質の放散を直接防ぐた

めの施設 

（ⅶ）放射性物質の放出を伴うような事故の際にその外部放散を抑制するための施設で、上

記（ⅵ）以外の施設 

（ⅷ）その他 

『「停止機能喪失」→「冷却機能喪失」→「閉じ込め機能喪失」』に係る耐震重要度分類の選定プロ

セスを第 3.1図に示す。「停止機能：（ⅲ）原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するた

めの施設及び原子炉の停止状態を維持するための施設」は、「試験研究の用に供する原子炉等の位置、

構造及び設備の基準に関する規則の解釈」の別記１「試験研究用等原子炉施設の耐震重要度分類の考

え方」に基づき、耐震Ｓクラスとした。なお、「原子炉保護系（スクラム）」は、関連機能として「（ⅷ）

その他」に考慮する。「常陽」にあっては、停止機能以外の機能喪失が生じた場合、過度の放射線被

ばくを及ぼすおそれがあるため、冷却機能の一部をＳクラスとし、当該機能が維持されるとする必要

がある。ここでは、「冷却機能：（ⅰ）原子炉冷却材バウンダリを構成する機器・配管系及び（ⅳ）

原子炉停止後、炉心から崩壊熱を除去するための施設」を耐震Ｓクラスとすることで、過度の放射線

被ばくを及ぼすおそれの発生を防止することができる（運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故に

係る評価結果に包絡される）。 

『「停止機能喪失」→「閉じ込め機能喪失」→「冷却機能喪失」』に係る耐震重要度分類の選定プロ

セスを第 3.2図に示す。「停止機能：（ⅲ）原子炉の緊急停止のために急激に負の反応度を付加するた

めの施設及び原子炉の停止状態を維持するための施設」は、「試験研究の用に供する原子炉等の位置、

構造及び設備の基準に関する規則の解釈」の別記１「試験研究用等原子炉施設の耐震重要度分類の考

え方」に基づき、耐震Ｓクラスとした。なお、「原子炉保護系（スクラム）」は、関連機能として「（ⅷ）

その他」に考慮する。「常陽」にあっては、停止機能以外の機能喪失が生じた場合、過度の放射線被

ばくを及ぼすおそれがあるため、閉じ込め機能の一部をＳクラスとし、当該機能が維持されるとする

必要がある。ここでは、「閉じ込め機能：（ⅰ）原子炉冷却材バウンダリを構成する機器・配管系」

を耐震Ｓクラスとした。また、上記に鑑み、「冷却機能：（ⅰ）原子炉冷却材バウンダリを構成する

機器・配管系及び（ⅳ）原子炉停止後、炉心から崩壊熱を除去するための施設」を耐震Ｓクラスとす

ることで、過度の放射線被ばくを及ぼすおそれの発生を防止することができる（運転時の異常な過渡

変化及び設計基準事故に係る評価結果に包絡される）。 
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また、ここでは、原子力発電所耐震設計技術規程等との比較検討も実施することとした。比較検討

結果を第 3.3図に示す。当該検討に基づき、耐震Ｓクラスとした施設は、（ⅱ）使用済燃料を貯蔵す

るための施設、（ⅴ）原子炉冷却材バウンダリ破損事故の際に障壁となり、１次冷却材の漏えいを低

減するための施設、（ⅵ）原子炉冷却材バウンダリ破損事故の際に障壁となり、放射性物質の放散を

直接防ぐための施設、（ⅶ）放射性物質の放出を伴うような事故の際にその外部放散を抑制するため

の施設で、上記（ⅵ）以外の施設である。ただし、一部の施設カテゴリにあっては、機能喪失が生じ

た場合に、過度の放射線被ばくを及ぼすおそれがあるかどうかに鑑み、耐震重要度分類を実施した。 
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炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
・
配
管
系

（
ⅱ
）
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
施
設

（
ⅲ
）
原
子
炉
の
緊
急
停
止
の
た
め
に
急
激
に
負
の
反
応
度
を
付
加
す
る
た
め

の
施
設
及
び
原
子
炉
の
停
止
状
態
を
維
持
す
る
た
め
の
施
設

（
ⅳ
）
原
子
炉
停
止
後
、
炉
心
か
ら
崩
壊
熱
を
除
去
す
る
た
め
の
施
設

（
ⅴ
）
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
破
損
事
故
の
際
に
障
壁
と
な
り
、
１
次
冷

却
材
の
漏
え
い
を
低
減
す
る
た
め
の
施
設

（
ⅵ
）
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
破
損
事
故
の
際
に
障
壁
と
な
り
、
放
射
性

物
質
の
放
散
を
直
接
防
ぐ
た
め
の
施
設

（
ⅶ
）
放
射
性
物
質
の
放
出
を
伴
う
よ
う
な
事
故
の
際
に
そ
の
外
部
放
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
施
設
で
、
上
記
（
ⅵ
）
以
外
の
施
設

（
ⅷ
）
そ
の
他

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】

（
ⅰ
）
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
直
接
接
続
さ
れ
て
い
て
、
一
次
冷

却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
う
る
施
設

（
ⅱ
）
放
射
性
廃
棄
物
を
内
蔵
し
て
い
る
施
設
（
た
だ
し
、
内
蔵
量
が
少
な
い

か
又
は
貯
蔵
方
式
に
よ
り
、
そ
の
破
損
に
よ
っ
て
公
衆
に
与
え
る
放
射
線

の
影
響
が
年
間
の
周
辺
監
視
区
域
外
の
許
容
被
ば
く
線
量
に
比
べ
十
分
小

さ
い
も
の
は
除
く
）

（
ⅲ
）
放
射
性
廃
棄
物
以
外
の
放
射
性
物
質
に
関
連
し
た
設
備
で
、
そ
の
破
損

に
よ
り
公
衆
及
び
従
業
員
に
過
大
な
放
射
線
被
ば
く
を
与
え
る
可
能
性
の

あ
る
施
設

（
ⅳ
）
使
用
済
燃
料
を
冷
却
す
る
た
め
の
施
設

（
ⅴ
）
放
射
性
物
質
の
放
出
を
伴
う
よ
う
な
事
故
の
際
に
そ
の
外
部
放
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
さ
な
い
施
設

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】

（
ⅰ
）
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
直
接
接
続
さ
れ
て
い
て
、
一
次
冷

却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
う
る
施
設

（
ⅱ
）
放
射
性
廃
棄
物
を
内
蔵
し
て
い
る
施
設
（
た
だ
し
、
内
蔵
量
が
少
な
い

か
又
は
貯
蔵
方
式
に
よ
り
、
そ
の
破
損
に
よ
っ
て
公
衆
に
与
え
る
放
射
線

の
影
響
が
年
間
の
周
辺
監
視
区
域
外
の
許
容
被
ば
く
線
量
に
比
べ
十
分
小

さ
い
も
の
は
除
く
）

（
ⅲ
）
放
射
性
廃
棄
物
以
外
の
放
射
性
物
質
に
関
連
し
た
設
備
で
、
そ
の
破
損

に
よ
り
公
衆
及
び
従
業
員
に
過
大
な
放
射
線
被
ば
く
を
与
え
る
可
能
性
の

あ
る
施
設

（
ⅳ
）
使
用
済
燃
料
を
冷
却
す
る
た
め
の
施
設

（
ⅴ
）
放
射
性
物
質
の
放
出
を
伴
う
よ
う
な
事
故
の
際
に
そ
の
外
部
放
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
施
設
で
、
耐
震
Ａ
ｓ
及
び
Ａ
ク
ラ
ス
に
属
さ
な
い
施
設

【
Ｂ
ク
ラ
ス
】

（
ⅰ
）
１
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
う
る
施
設
で
、
Ｓ
ク

ラ
ス
以
外
の
施
設

（
ⅱ
）
２
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
内
蔵
し
う
る
施
設
で
、
Ｓ
ク

ラ
ス
以
外
の
施
設

（
ⅲ
）
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
・
配
管
系

（
ⅳ
）
放
射
性
廃
棄
物
を
内
蔵
し
て
い
る
施
設
（
た
だ
し
、
内
蔵
量
が
少
な
い

か
又
は
貯
蔵
方
式
に
よ
り
、
そ
の
破
損
に
よ
っ
て
公
衆
に
与
え
る
放
射
線

の
影
響
が
年
間
の
周
辺
監
視
区
域
外
の
許
容
被
ば
く
線
量
に
比
べ
十
分
小

さ
い
も
の
は
除
く
）

（
ⅴ
）
放
射
性
廃
棄
物
以
外
の
放
射
性
物
質
に
関
連
し
た
設
備
で
、
そ
の
破
損

に
よ
り
公
衆
及
び
従
業
員
に
過
大
な
放
射
線
被
ば
く
を
与
え
る
可
能
性
の

あ
る
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の
施
設

（
ⅵ
）
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
た
め
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の
施
設

（
ⅶ
）
使
用
済
燃
料
を
冷
却
す
る
た
め
の
施
設

（
ⅷ
）
放
射
性
物
質
の
放
出
を
伴
う
よ
う
な
事
故
の
際
に
そ
の
外
部
放
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の
施
設

（
ⅸ
）
そ
の
他

【
Ｃ
ク
ラ
ス
】

（
ⅰ
）
上
記
Ｓ
ク
ラ
ス
、
Ｂ
ク
ラ
ス
に
属
さ
な
い
施
設

【
Ｃ
ク
ラ
ス
】

（
ⅰ
）
原
子
炉
の
反
応
度
を
制
御
す
る
た
め
の
設
備
で
耐
震
Ａ
ｓ
、
Ａ
及
び
Ｂ

ク
ラ
ス
に
属
さ
な
い
施
設

（
ⅱ
）
放
射
性
物
質
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又
は
こ
れ
に
関
連
し
た
設
備
で
耐

震
Ａ
ｓ
、
Ａ
及
び
Ｂ
ク
ラ
ス
に
属
さ
な
い
施
設

（
ⅲ
）
放
射
線
安
全
に
関
係
し
な
い
設
備
等

【
Ｃ
ク
ラ
ス
】

（
ⅰ
）
Ｓ
ク
ラ
ス
及
び
Ｂ
ク
ラ
ス
以
外
の
施
設

第
3.
3
図
 
原
子
力
発
電
所
耐
震
設
計
技
術
規
程
等
と
の
比
較
検
討
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4. 既許可の旧分類と新分類との対応 

既許可の旧分類と新分類との対応を第 4.1図に示す。旧分類Ａｓクラス施設は、新分類Ｓクラス施

設としている。旧分類Ａクラス施設は、一部を新分類Ｓクラス施設、一部を新分類Ｂクラス施設とし

ている。旧分類Ａクラス施設のうち、新分類Ｂクラス施設としたものには、「（ⅰ）１次冷却材を内蔵

しているか、又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設」、「（ⅱ）２次冷却材を内蔵しているか、

又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設」、「（ⅲ）原子炉カバーガス等のバウンダリを構成する

機器・配管系（一部）」、「（ⅴ）放射性廃棄物以外の放射性物質に関連した設備で、その破損により公

衆及び従業員に過大な放射線被ばくを与える可能性のある施設で、Ｓクラス以外の施設（一部）」、

「（ⅵ）使用済燃料を貯蔵するための施設で、Ｓクラス以外の施設」、「（ⅷ）放射性物質の放出を伴う

ような事故の際にその外部放散を抑制するための施設で、Ｓクラス以外の施設」、「（ⅸ）その他（一

部）」が該当する。これらの施設を新分類Ｂクラス施設としたプロセス等を以下に示す。 

 

4.1 １次冷却材を内蔵しているか、又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設 

「１次冷却材を内蔵しているか、又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設」には、１次ナ

トリウム純化系、１次オーバフロー系、１次ナトリウム充填・ドレン系のうち、１次冷却材を内

蔵しているか、又は内蔵しうる容器・配管・ポンプ・弁（Ｓクラスに属するもの及び計装等の小

口径のものを除く。）が該当する。これらは、Ｓクラスに属する弁等により、原子炉冷却材バウ

ンダリから隔離された施設であり、機能喪失を想定しても、原子炉停止後、炉心から崩壊熱が除

去され、燃料体の健全性が確保されるため、過度の放射線被ばくを及ぼすおそれはないことから、

新分類Ｂクラス施設とした。なお、機能喪失を想定した場合の敷地境界外における実効線量は、

設計基準事故である「１次冷却材漏えい事故」に包絡される（5mSvを下回る）。 

 

4.2 ２次冷却材を内蔵しているか、又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設 

「２次冷却材を内蔵しているか、又は内蔵しうる施設で、Ｓクラス以外の施設」には、２次ナ

トリウム純化系、２次補助冷却系、２次ナトリウム充填・ドレン系のうち、２次冷却材を内蔵し

ているか、又は内蔵しうる容器・配管・ポンプ・弁（Ｓクラスに属するもの及び計装等の小口径

のものを除く。）が該当する。これらは、Ｓクラスに属する弁等により、冷却材バウンダリから

隔離された施設であり、機能喪失を想定しても、原子炉停止後、炉心から崩壊熱が除去され、燃

料体の健全性が確保されるため、過度の放射線被ばくを及ぼすおそれはないことから、新分類Ｂ

クラス施設とした。また、放射性物質を有しない施設であり、機能喪失を想定しても、過度の放

射線被ばくを及ぼすおそれはない。ただし、２次補助系については、多量の放射性物質等を放出

する事故の拡大の防止のための資機材に該当するため、実用発電用原子炉の設置許可基準を最新

知見として参考とし、基準地震動による地震力に対して機能を喪失しないように整備する（新分

類Ｓクラス相当）。 

 

4.3 原子炉カバーガス等のバウンダリを構成する機器・配管系（一部） 

「原子炉カバーガス等のバウンダリを構成する機器・配管系」には、１次アルゴンガス系のう

ち、原子炉カバーガスのバウンダリに属する容器・配管・弁（ただし、計装等の小口径のものを

除く。）、及び回転プラグ（ただし、計装等の小口径のものを除く。）が該当する。原子炉カバー
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ガスのバウンダリに属する容器・配管・弁は既許可よりＢクラス施設であり、これらの取扱いに

変更はなく、回転プラグが、旧分類Ａクラス施設のうち、新分類Ｂクラス施設としたものに該当

する。回転プラグは、原子炉カバーガス等のバウンダリの一部であり、機能喪失を想定しても、

原子炉停止後、炉心から崩壊熱が除去され、燃料体の健全性が確保される。また、敷地境界外に

おける実効線量は、設計基準事故である「１次アルゴンガス漏えい事故」に包絡される（5mSv

を下回る）。ただし、回転プラグについては、多量の放射性物質等を放出する事故の拡大の防止

のための資機材に該当するため、実用発電用原子炉の設置許可基準を最新知見として参考とし、

基準地震動による地震力に対して機能を喪失しないように整備する（新分類Ｓクラス相当）。 

 

4.4 放射性廃棄物以外の放射性物質に関連した設備で、その破損により公衆及び従業員に過大な

放射線被ばくを与える可能性のある施設で、Ｓクラス以外の施設（一部） 

「放射性廃棄物以外の放射性物質に関連した設備で、その破損により公衆及び従業員に過大な

放射線被ばくを与える可能性のある施設で、Ｓクラス以外の施設」には、核燃料物質取扱設備（Ｓ

クラスに属するものを除く。）及び放射線低減効果の大きい遮蔽（安全容器及び遮へいコンクリ

ート冷却系を含む。）が該当する。核燃料物質取扱設備及び放射線低減効果の大きい遮蔽は、既

許可よりＢクラス施設であり、これらの取扱いに変更はない。一方、安全容器及び遮へいコンク

リート冷却系については、仮想事故時において、冷却材保持機能及び崩壊熱除去機能に期待して

おり、既許可では旧分類Ａクラス施設としてきたが、ここでは、当該機能喪失を想定しても、原

子炉停止後、炉心から崩壊熱が除去され、燃料体の健全性が確保されるため、過度の放射線被ば

くを及ぼすおそれはないことから、Ｂクラスに属する「放射線低減効果の大きい遮蔽」を支持等

するための施設として、当該施設と同等とした。ただし、安全容器及び遮へいコンクリート冷却

系については、多量の放射性物質等を放出する事故の拡大の防止のための資機材に該当するため、

実用発電用原子炉の設置許可基準を最新知見として参考とし、基準地震動による地震力に対して

機能を喪失しないように整備する（新分類Ｓクラス相当）。 

 

4.5 使用済燃料を貯蔵するための施設で、Ｓクラス以外の施設 

「使用済燃料を貯蔵するための施設で、Ｓクラス以外の施設」には、第一使用済燃料貯蔵建物

使用済燃料貯蔵設備及び第二使用済燃料貯蔵建物使用済燃料貯蔵設備の貯蔵ラック及び水冷却

池が該当する。 

第一使用済燃料貯蔵建物使用済燃料貯蔵設備及び第二使用済燃料貯蔵建物使用済燃料貯蔵設

備に貯蔵される使用済燃料は、原子炉附属建物使用済燃料貯蔵設備等で 1年以上冷却貯蔵された

ものとしている。また、第一使用済燃料貯蔵建物使用済燃料貯蔵設備水冷却池にあっては 600体、

第二使用済燃料貯蔵建物使用済燃料貯蔵設備水冷却池にあっては 350体の使用済燃料を貯蔵す

る能力を有する（合計：950体）。燃料集合体の燃焼度が一様に最大燃焼度に達した場合に燃料

集合体に蓄積される希ガス及びよう素の 100％に相当する量（950体の同時破損を想定）が、瞬

時に水中に放出され、さらに、水中に存在する希ガス及びよう素の 100％が建物内に瞬時に放出

され、その全量が直接大気中に放出されるものとした場合の敷地境界外における実効線量は、以

下に示すように 5mSvを下回る。なお、燃料集合体は、最大燃焼度に達した後、13日間の燃料交

換、60日間の炉内燃料貯蔵ラックでの中間貯蔵、5日間の燃料取扱作業及び 365日の原子炉附属
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建物使用済燃料貯蔵設備水冷却池における冷却を考慮している。その他の条件は、設計基準事故

の「燃料取替取扱事故」と同じである。 

【大気中に放出される核分裂生成物】 

  ・ よう素（I-131換算） ：約 6.5×102Bq 

  ・ 希ガス（γ線 0.5MeV換算） ：約 3.6×1013Bq 

【敷地境界外における実効線量】 

  ・ よう素の吸入による小児の内部被ばく ：約 1.8×10-8mSv 

  ・ 希ガスのγ線による外部被ばく ：約 2.5×10-1mSv 

  ・ 合計   ：約 2.5×10-1mSv 

 

4.6 放射性物質の放出を伴うような事故の際にその外部放散を抑制するための施設で、Ｓクラス

以外の施設 

「放射性物質の放出を伴うような事故の際にその外部放散を抑制するための施設で、Ｓクラス

以外の施設」には、外周コンクリート壁、アニュラス部排気系（アニュラス部常用排気フィルタ

を除く。）、非常用ガス処理装置、主排気筒が該当する。 

設計基準事故である「１次冷却材漏えい事故」、「１次アルゴンガス漏えい事故」及び「気体廃

棄物処理設備破損事故」では、すべての燃料集合体の燃焼度が一様に最大燃焼度に達した場合に

炉心に蓄積される希ガス及びよう素の 1％に相当する量が、１次冷却材中に放出されるものとし

た評価を実施している。「１次冷却材漏えい事故」及び「１次アルゴンガス漏えい事故」におい

て、格納容器内に放出された希ガス及びよう素は、①アニュラス部→アニュラス部排気系・非常

用ガス処理装置→主排気筒から放出（主排気筒放出）、②格納容器ドーム部から直接放出（地上

放出）の経路で大気中に放出される。「気体廃棄物処理設備破損事故」においては、①空調換気

設備→主排気筒から放出（主排気筒放出）、②直接放出（地上放出）の経路で大気中に放出され

る。非常用換気設備のフィルタにおけるよう素の除去効率を無視するとともに、希ガス及びよう

素は主排気筒を経由せず、直接大気放出（地上放出）されるものとした場合の敷地境界外におけ

る実効線量は、以下に示すように 5mSvを下回る。なお、その他の条件は、設計基準事故の「１

次冷却材漏えい事故」、「１次アルゴンガス漏えい事故」及び「気体廃棄物処理設備破損事故」と

同じである。設計基準事故の評価条件との比較を第 4.1表に示す。 

 

１次冷却材漏えい事故 

【大気中に放出される核分裂生成物】 

  ・ よう素（I-131換算）    ：約 1.4×1011Bq 

  ・ 希ガス（γ線 0.5MeV換算） ：約 5.0×1011Bq 

【敷地境界外における実効線量】 

  ・ よう素の吸入による小児の内部被ばく ：約 2.0mSv 

  ・ 希ガスのγ線による外部被ばく ：約 2.6×10-3mSv 

  ・ 合計 ：約 2.0mSv 
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１次アルゴンガス漏えい事故 

【大気中に放出される核分裂生成物】 

  ・ よう素（I-131換算）    ：約 9.0×108Bq 

  ・ 希ガス（γ線 0.5MeV換算） ：約 1.8×1013Bq 

【敷地境界外における実効線量】 

  ・ よう素の吸入による小児の内部被ばく ：約 1.4×10-2mSv 

  ・ 希ガスのγ線による外部被ばく ：約 9.4×10-2mSv 

  ・ 合計 ：約 1.1×10-1mSv 

 

気体廃棄物処理設備破損事故 

【大気中に放出される核分裂生成物】 

  ・ よう素（I-131換算）    ：約 1.6×109Bq 

  ・ 希ガス（γ線 0.5MeV換算） ：約 1.6×1013Bq 

【敷地境界外における実効線量】 

  ・ よう素の吸入による小児の内部被ばく ：約 4.3×10-2mSv 

  ・ 希ガスのγ線による外部被ばく ：約 1.1×10-1mSv 

  ・ 合計 ：約 1.5×10-1mSv 

 

4.7 その他（一部） 

「その他」には、中央制御室（Ｓクラスに属するものを除く。）、非常用ディーゼル電源系（Ｓ

クラスに属するものを除く）、交流無停電電源系（Ｓクラスに属するものを除く。）、直流無停電

電源系（Ｓクラスに属するものを除く。）、電気計装設備（事故時監視計器の一部）、補機冷却設

備（上記（ⅰ）～（ⅶ）に関連するもの）、空調換気設備（上記（ⅰ）～（ⅶ）に関連するもの）

が該当する。これらは、上記の分類変更に対応し、該当する部分の分類を変更したものである。 
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第
4.

1
表
 
設
計
基
準
事
故
の
評
価
条
件
と
の
比
較
 

 

事
故

 

冷
却
材
中
→

 

格
納
容
器
内

 

雰
囲
気
へ
の
移
行

 

格
納
容
器
内

 

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｰﾄ
ｱ
ｳﾄ
等

 

に
よ
る
減
衰

 

冷
却
材
中
→

 

カ
バ
ー
ガ
ス
中

 

へ
の
移
行

 

格
納
容
器
内

 

雰
囲
気
→

 

大
気
中
へ
の
移
行

 

ダ
ン
プ
タ
ン
ク
等

 

に
お
け
る
減
衰

 

建
物
内
雰
囲
気
→

 

大
気
中
へ
の
移
行

 

設
計
基
準
事
故

 

１
次
冷
却
材

 

漏
え
い
事
故

 

希
ガ
ス
：
1
0
0
％

 

よ
う
素
：
1
0
％

 

希
ガ
ス
：
無
視

 

よ
う
素
：

 

無
機
：
半
減
期

1
h
 

有
機
：
無
視

 

 
主
排
気
筒

 

又
は
直
接

*1
 

 
 

１
次

 

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

 

漏
え
い
事
故

 

 
希
ガ
ス
：
無
視

 

よ
う
素
：
無
視

 

希
ガ
ス
：

1
0
0
％

 

よ
う
素
：

1
0
-
3 ％

 

主
排
気
筒

 

又
は
直
接

*1
 

 
 

気
体
廃
棄
物

 

処
理
設
備

 

破
損
事
故

 

 
 

希
ガ
ス
：

1
0
0
％

 

よ
う
素
：

1
0
-
3 ％

 
 

希
ガ
ス
：
考
慮

 

よ
う
素
：
考
慮

 

主
排
気
筒
：

9
0
％

 

直
接
：
1
0
％

 

耐
震
重
要
度
分
類

評
価
用

 

 

（
放
射
性
物
質
の

放
出
を
伴
う
よ
う

な
事
故
の
際
に
そ

の
外
部
放
散
を
抑

制
す
る
た
め
の
施

設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以

外
の
施
設
）

 

１
次
冷
却
材

 

漏
え
い
事
故

 

希
ガ
ス
：
1
0
0
％

 

よ
う
素
：
1
0
％

 

希
ガ
ス
：
無
視

 

よ
う
素
：

 

無
機
：
半
減
期

1
h
 

有
機
：
無
視

 

 
直
接

:
1
0
0
%
*2
 

 
 

１
次

 

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス

 

漏
え
い
事
故

 

 
希
ガ
ス
：
無
視

 

よ
う
素
：
無
視

 

希
ガ
ス
：

1
0
0
％

 

よ
う
素
：

1
0
-
3 ％

 
直
接

:
1
0
0
%
*2
 

 
 

気
体
廃
棄
物

 

処
理
設
備

 

破
損
事
故

 

 
 

希
ガ
ス
：

1
0
0
％

 

よ
う
素
：
1
0
-
3 ％

 
 

希
ガ
ス
：
考
慮

 

よ
う
素
：
考
慮

 
直
接
：
1
0
0
％

 

＊
1
：

 
主
排
気
筒
は
非
常
用
換
気
設
備
を
経
由
（
非
常
用
換
気
設
備
の
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
に
対
す
る
除
去
効
率
：
9
0
％
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
路
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
よ
う
素

（
I
-
1
3
1
換
算
）、

希
ガ
ス
（
γ
線

0
.
5
M
eV

換
算
）
の
量
を
以
下
に
示
す
。

 

「
１
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
」
；
主
排
気
筒
放
出
：
よ
う
素

1
.
4
×

1
0
10
B
q
、
希
ガ
ス

4
.
9
×

1
0
11
B
q
、
直
接
放
出
：
よ
う
素

2
.
5
×

1
0
8 B
q
、
希
ガ
ス

8
.
9
×

1
0
8 B
q
 

「
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
漏
え
い
事
故
」
；
主
排
気
筒
放
出
：
よ
う
素

9
.
0
×

1
0
7 B
q
、
希
ガ
ス

1.
8
×
1
0
13
Bq
、
直
接
放
出
：
よ
う
素

1
.
7
×

1
0
6 B
q
、
希
ガ
ス

3.
3
×
1
0
10
Bq
 

＊
2
：

 
①
ア
ニ
ュ
ラ
ス
部
→
原
子
炉
附
属
建
物
か
ら
直
接
放
出
（
地
上
放
出
）、

②
格
納
容
器
ド
ー
ム
部
か
ら
直
接
放
出
（
地
上
放
出
）
の
経
路
が
あ
る
。
な
お
、
経
路
①
に
お
い
て
、

非
常
用
換
気
設
備
を
経
由
し
な
い
も
の
と
し
、
非
常
用
換
気
設
備
の
フ
ィ
ル
タ
の
よ
う
素
に
対
す
る
除
去
効
率
を
無
視
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経
路
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
る
よ
う
素

（
I
-
1
3
1
換
算
）、

希
ガ
ス
（
γ
線

0
.
5
M
eV

換
算
）
の
量
を
以
下
に
示
す
。
設
計
基
準
事
故
と
比
較
し
た
と
き
、
放
出
量
と
し
て
は
、
経
路
①
の
よ
う
素
の
量
が
異
な
る
の
み
で
あ
る

が
、
経
路
①
の
相
対
線
量
及
び
相
対
濃
度
に
つ
い
て
も
経
路
②
と
同
様
に
地
上
放
出
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
放
出
量
の
違
い
以
上
に
実
効
線
量
が
大
き
く
な
る
。

 

「
１
次
冷
却
材
漏
え
い
事
故
」
；
経
路
①
：
よ
う
素

1
.
4
×

1
0
11
B
q
、
希
ガ
ス

4
.
9
×
1
0
11
B
q
、
経
路
②
：
よ
う
素

2
.
5
×

1
0
8 B
q、

希
ガ
ス

8
.
9
×
1
0
8 B
q 

「
１
次
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
漏
え
い
事
故
」
；
経
路
①
：
よ
う
素

9
.
0
×

1
0
8 B
q
、
希
ガ
ス

1
.
8
×

1
0
13
Bq
、
経
路
②
：
よ
う
素

1
.
7
×

1
0
6 B
q
、
希
ガ
ス

3
.
3
×
1
0
10
B
q 

注
：
 
下
線
は
設
計
基
準
事
故
の
評
価
条
件
と
異
な
る
箇
所
を
示
す
。
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第
4.
1
図
 
既
許
可
の
旧
分
類
と
新
分
類
と
の
対
応

 

旧
分
類

Ａ
ｓ

Ａ Ｂ Ｃ

新
分
類

Ｓ Ｂ Ｃ

ク
ラ
ス
別
施
設

「
旧
分
類
Ａ
ク
ラ
ス
→
新
分
類
Ｂ
ク
ラ
ス
」
に
該
当
す
る
主
な
施
設

備
考

（
ⅰ
）
１
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又

は
内
蔵
し
う
る
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外

の
施
設

１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
、
１
次
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
系
、
１
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系

（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
弁
等
に
よ
り
、
原
子
炉
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
隔
離
さ
れ
た
施
設
）

（
ⅱ
）
２
次
冷
却
材
を
内
蔵
し
て
い
る
か
、
又

は
内
蔵
し
う
る
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外

の
施
設

２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
化
系
、
２
次
補
助
冷
却
系
、
２
次
ナ
ト
リ
ウ
ム
充
填
・
ド
レ
ン
系

（
Ｓ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
弁
等
に
よ
り
、
冷
却
材
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
隔
離
さ
れ
た
施
設
）

※
２
次
補
助
冷
却
系
に
つ
い
て
は
、

Ｂ
Ｄ
Ｂ
Ａ
資
機
材

＊
2
と
し
て
、
Ｓ

ク
ラ
ス
相
当

＊
3

（
ⅲ
）
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ

を
構
成
す
る
機
器
・
配
管
系 ※

一
部
が
該
当

回
転
プ
ラ
グ

（
原
子
炉
カ
バ
ー
ガ
ス
等
の
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
一
部
）

※
回
転
プ
ラ
グ
に
つ
い
て
は
、
Ｂ

Ｄ
Ｂ
Ａ
資
機
材

＊
2
と
し
て
、
Ｓ
ク
ラ

ス
相
当

＊
3

（
ⅴ
）
放
射
性
廃
棄
物
以
外
の
放
射
性
物
質
に

関
連
し
た
設
備
で
、
そ
の
破
損
に
よ
り
公

衆
及
び
従
業
員
に
過
大
な
放
射
線
被
ば
く

を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
施
設
で
、
Ｓ
ク

ラ
ス
以
外
の
施
設

※
一
部
が
該
当

安
全
容
器
及
び
遮
へ
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
冷
却
系

（
Ｂ
ク
ラ
ス
に
属
す
る
「
放
射
線
低
減
効
果
の
大
き
い
遮
蔽
」
を
支
持
等
す
る
た
め
の
施
設
）

※
安
全
容
器
及
び
遮
へ
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
冷
却
系
に
つ
い
て
は
、
Ｂ

Ｄ
Ｂ
Ａ
資
機
材

＊
2
と
し
て
、
Ｓ
ク

ラ
ス
相
当

＊
3

（
ⅵ
）
使
用
済
燃
料
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
施
設

で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の
施
設

第
一
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
及
び
第
二
使
用
済
燃
料
貯
蔵
建
物
の
水
冷
却
池
及
び
貯
蔵
ラ
ッ
ク

（
ⅷ
）
放
射
性
物
質
の
放
出
を
伴
う
よ
う
な
事

故
の
際
に
そ
の
外
部
放
散
を
抑
制
す
る
た

め
の
施
設
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
以
外
の
施
設

主
排
気
筒
及
び
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置

（
ⅸ
）
そ
の
他

※
一
部
が
該
当

（
上
記
の
分
類
変
更
に
対
応
し
、
該
当
す
る
部
分
の
分
類
を
変
更
）

＊
1
：

機
能
喪
失
に
よ
り
周
辺
の
公
衆
に
過
度
の
放
射
線
被
ば
く
を
与
え
る
お

そ
れ
の
あ
る
（

5
m
S
v
超
）
設
備
・
機
器
等
を
有
す
る
施
設
を
「
Ｓ
」
、
過

度
の
放
射
線
被
ば
く
を
与
え
る
お
そ
れ
の
な
い
（

5
m
S
v
以
下
）
設
備
・
機

器
等
を
有
す
る
施
設
を
「
Ｂ
」
に
分
類
。

＊
2
：

多
量
の
放
射
性
物
質
等
を
放
出
す
る
事
故
の
拡
大
の
防
止
の
た
め
の
資

機
材
に
該
当
。

＊
3
：

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
許
可
基
準
を
最
新
知
見
と
し
て
参
考
と
し
、

基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
機
能
を
喪
失
し
な
い
よ
う
に
整
備

＊
1
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【旧分類Ａクラス施設のうち、 

新分類Ｂクラス施設としたものの安全機能の重要度分類】 

[30]
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「旧分類Ａクラス→新分類Ｂクラス」 

に該当する主な施設 
該当する安全機能の重要度分類 備考 

１次ナトリウム純化系 

１次オーバフロー系 

１次ナトリウム充填・ドレン系 

（Ｓクラスに属する弁等により、原子炉冷却

材バウンダリから隔離された施設） 

ＰＳ－３： １次冷却材を内蔵す

る機能（ＰＳ－１以

外のもの） 

※ １次ナトリウム純化系、１次オー

バフロー系、及び１次ナトリウム充

填・ドレン系の一部は、ＰＳ－２の

「原子炉カバーガス等のバウンダリ

機能」にも属する。 

 

２次ナトリウム純化系 

２次補助冷却系 

２次ナトリウム充填・ドレン系 

（Ｓクラスに属する弁等により、冷却材バウ

ンダリから隔離された施設） 

該当なし 

※ ２次補助

冷却系につい

ては、ＢＤＢ

Ａ資機材とし

て、Ｓクラス

相当 

回転プラグ 

（原子炉カバーガス等のバウンダリの一部） 

ＰＳ－２： 原子炉カバーガス等 

のバウンダリ機能 

※ 回転プラ

グについて

は、ＢＤＢＡ

資機材とし

て、Ｓクラス

相当 

安全容器及び遮へいコンクリート冷却系 

（Ｂクラスに属する「放射線低減効果の大き

い遮蔽」を支持等するための施設） 

ＭＳ－２： 放射線の遮蔽及び放

出低減機能 

※ 安全容器

及び遮へいコ

ンクリート冷

却系について

は、ＢＤＢＡ

資機材とし

て、Ｓクラス

相当 

第一使用済燃料貯蔵建物及び第二使用済燃

料貯蔵建物の水冷却池及び貯蔵ラック 

ＰＳ－２： 原子炉冷却材バウン

ダリに直接接続され

ていないものであっ

て、放射性物質を貯

蔵する機能 

  

主排気筒及び非常用ガス処理装置 
ＭＳ－２： 放射線の遮蔽及び放

出低減機能 
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【耐震Ｓクラス施設及び耐震Ｂクラス施設の 

構造概要（参考図）】 

[32]
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回
転
プ
ラ
グ

制
御
棒
／

後
備
炉
停
止
制
御
棒

下
部
案
内
管

上
部
案
内
管

駆
動
機
構

炉
心
支
持
板
／
バ
レ
ル
構
造
体
／
支
持
構
造
物

炉
心
構
成
要
素

原
子
炉
容
器

支
持
構
造
物

炉
心
支
持
板バ

レ
ル
構
造
体

炉
心
構
成
要
素

原
子
炉
容
器

参
考
図
1

原
子
炉
本
体
の
構
造
概
要
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